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─先生の研究テーマについて教え
てください。
　私は学部・修士・博士時代を北海
道大学で過ごしましたが，その頃か
ら取り組んできたのは，脳波・事象
関連電位を使った生理心理学研究，
特に人間の視覚についての研究で
す。これまでの研究でわかったこと
は，私たちの視覚システムは，対象
物の動きの中にある規則性をもとに，
対象物の一瞬先の状態を自動的に予
測しているということです。例えば，
キャッチボールの際，私たちは飛ん
できたボールを難なくキャッチでき
ます。人混みの中でも，人とぶつか
らずにスイスイ歩くことができます。
こういった行動の背景には，視覚シ
ステムの自動的予測の働きがある
と考えられます。さらに，この自動
的予測は，対象物が予測と異なる動
きをした場合，それに瞬時に気づく
ことも可能にします。この予測の働
きには個人差もあります。脳波・事
象関連電位を活用することで，普段
私たちが意識せずに行っている「見
る」という行為を支えている仕組み
の一端を知ることができます。
─博士のころに行っていた研究を
今も継続しているのですね。
　少し脱線しますが，私は学生時代，

　産総研に入ってすぐに企業との共
同研究をはじめましたが，最初はう
まくやるのが難しかったですね。例
えば，企業からリクエストの多いお
題の一つは，実環境でサービスやプ
ロダクトを利用している人間の心理
的状態を脳波・事象関連電位で評価
したい，というものです。一方，ア
カデミアの研究では，ノイズの少な
い実験室で，統制された実験パラダ
イムを用いて脳波・事象関連電位成
分を計測するのが主流です。最初の
2～3年，このギャップに悩みまし
た。それまでの自分が「現実世界の
人間」を相手に研究できていなかっ
たことを突き付けられた，とも言え
ますね。これを打開するために目指
したのは，実環境の活動場面で汎用
的に使えて，かつ企業の関心の高い
心理的状態（例えば，集中，努力，楽
しさなど）にアプローチできる生理
心理学的評価技術を作ること。そし
て，それらの心理的状態がどんな仕

文学や芸術への関心が強くて，心理
学にはあまり興味がなかったのです
が，何の因果か，偶然出会った生理
心理学がじわじわと面白いものにな
り，それが仕事になりました。手を
動かして実験を重ね，物事の仕組み
を紐解いていく地道なプロセスが気
質に合っていたのかもしれません。
心理学に興味が薄かったぶん，研究
テーマを決めるのに苦労しましたが，
修士の頃，それまで報告のなかった
脳波・事象関連電位成分を運よく発
見し，それが自分のコア・テーマに
なりました。学位取得後も，学振（日
本学術振興会）の特別研究員PDや

海外特別研究員として，日本とドイ
ツを行き来しながらこのテーマに没
頭しました。その後，産業技術総合
研究所（以降，産総研）に就職しま
したが，今でもこのテーマは継続し
ています。若い頃に比べてかけられ
る時間はだいぶ減りましたが，逆に
国内外の若手との連携が拡がってい
ますので，今はそちらを中心に進め
ています。
─産総研に所属すると，実験室実
験よりも，現実場面に近い応用的な
研究に取り組む必要があると思いま
すが，研究への取り組み方に変化は
ありましたか。
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組みで生まれるかを説明する包括的
な理論を作ることでした。こういっ
た仕事に一緒に取り組める同僚にも
恵まれ，評価技術開発と理論構築を
うまく進めることができました。少
し具体的にお話すると，例えば，私
たちは運転中，何気なく車速を上げ
下げしていますが，これは自身の能
力とタスクの負荷のバランス維持の
観点から理解できます。車間距離や
交通環境に応じてタスクの負荷は
刻々と変化しますが，私たちはこの
負荷の変化に合わせて車速を上げ下
げし，自身の能力発揮レベルを一定
範囲内に収めているわけです。しか
し，約束に遅れそうなときなどは速
度を上げざるを得ません。そんなと
きは，高い負荷に見合うよう能力発
揮レベルを高めて，集中・努力して
運転する。楽しさも変化する。こ
のように，負荷と能力のインタラク
ションの産物として心理的状態を位
置づけ，それを脳波・事象関連電位，
瞬目信号，心臓血管系反応などの複
数の生理反応で捉える。これが私た
ちの基本的な研究スタイルです。
─今後の研究の展開について教え
てください。

ここ最近は心理的ウェルビーイン
グの研究にも着手しています。産業
界でもホットなトピックの一つです
が，研究としてどう扱うかは悩みま
すね。社会心理，発達心理，人間工
学など，多様なバックグラウンドの
人間研究者からなるプロジェクトチ
ームを作り，まずはウェルビーイン
グをどう捉えたら面白い研究ができ
そうか，心理学はもとより，哲学や
社会学をはじめとする色々な分野
を勉強しています。また，先ほど述
べた能力発揮とウェルビーイングの
関係についての考察も進めていま
す。さらに，生理心理計測について
も，先ほど挙げた中枢・末梢系に加え，
内分泌系や免疫系も含めた実験系の
構築を進めています。ウェルビーイ
ングをどう評価し，どう働きかけ，ど
う産業応用につなげるか，私たちな
りの知見を発信していきたいですね。
─最後に，若手研究者に向けたメ
ッセージをお願いします。
　有益なメッセージになるかわかり
ませんが，大きく三つあります。一
つ目は，「良いタスクを与えてくれ
る人との関係を大切にすること」で
す。良いタスクが目の前にないと力

が湧いてこないのが人間の本性で
しょう。学生時代から今までを振り
返ってみると，その時々で，「難しそ
うだけどやるに値すると思えるタス
ク」を目の前に示してくれる人との
幸運な出会いに恵まれたと感じます。
そんな出会いを大事にしてほしい。
二つ目は，「ときに自分の職能を広
く捉えてみること」です。研究を続
けていると，専門外のテーマに取り
組まなければならない場面も少なか
らず出てきます。そんなとき，自分
を大きく「人間研究者」として捉え，
前向きに取り組んでみてほしい。自
分自身の能力についての思わぬ発見
や，研究者としてのスケールの広が
りにつながると思います。三つ目は，
「心理学以外の教養も大事にするこ
と」です。面白い心理学研究をされ
ている方には，心理学以外の教養に
も富んだ方が多い。そういった教養
は，心理学の活かし方を俯瞰的に捉
えることにつながります。幅広い教
養に裏打ちされた，鋭くユニークな
「人間の見方」ができる研究者。そ
んな研究者に私も憧れますし，皆さ
まにもそんな研究者を目指してほし
いですね。

インタビューを終えて
　木村先生は生理心理学の基礎
研究で国際的に活躍されているト
ップランナーです。産総研では，企
業との共同研究を数多く手がけら
れるなど，基礎のみならず応用ま
で高いレベルの研究を行われてい
ます。幅広く研究を行うことは，や
りたいと思えば誰でもできると思
いますが，それを高いレベルで行
うことは容易ではないと考えてい
ます。微視的になりすぎるか，大
雑把になりすぎてしまうためです。
お話をうかがう中で気づいたこと
は，木村先生が，研究という営み

を俯瞰して見つめることと，研究
対象を細かくていねいに調査する
ことを同時に行われているという
ことです。私の能力や資源だけで
これができるかと問われると返事
に困りますが，他の人たちも巻き
込んで，よい仕事・研究をできるよ
うになりたいと感じました。
　私自身は，認知心理学のノウハ
ウを製品やサービスの開発に生か
すべく，まずは博士課程まで進み，
アカデミックな研究を学びました。
今年度からはIT企業で，ユーザー
の製品利用体験の調査業務に従
事することになりました。開発の

現場で心理学をどう役立たせるの
か，私にとっての「武器」とは何か，
それをどうよい仕事につなげてい
けるのか，自分なりに考えていきた
いと思っています。
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